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◇ 地震・津波に関する防災情報
『令和６年能登半島地震』の概要について
気象庁が発表する地震・津波関連の情報等について関連

情報等について

◇ 気象に関する防災情報
線状降水帯による大雨の半日前程度前からの呼びかけ
顕著な大雨に関する気象情報

～線状降水帯の発生情報～
（資料のみ）台風に関する情報



地震・津波に関する防災情報

気象庁マスコットキャラクター
“はれるん”
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2024年１月１日16時10分、マグニチュード7.6、深さ16kmの地震が発生。

石川県の輪島市（わじまし）と志賀町（しかまち）で震度７を観測したほか、北海道から九州地方にかけて
震度６強～１を観測。

石川県能登に対し大津波警報を、山形県から兵庫県北部を中心に津波警報を発表し警戒を呼びかけ。
九州・山口県では、山口県、福岡県、佐賀県の日本海沿岸と壱岐・対馬に津波注意報を発表し注意を呼
びかけ。金沢で80cm、酒田で0.8m、九州・山口県では対馬比田勝で32cmなど各地で津波を観測。その後
、発表していた津波注意報は、１月２日10時00分に全て解除。

気象庁は、石川県能登地方で発生している一連の地震活動について、その名称を「令和６年能登半島地
震」と定めた。

■ 震度分布図（地域別） ■ 津波警報等発表状況

「令和６年能登半島地震」

■ 津波の観測状況

■ 推計震度分布図
（能登半島）

※九州地方は震度２～１

（２月８日現在）

※九州地方は最大で32cm

※九州地方は津波注意報
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令和６年能登半島地震
～津波警報・注意報等発表状況と対応～

10時00分

16時12分 津波注意報発表

津波予報

【潮位（対馬比田勝）】

18時40分 福岡管区気象台記者会見

16時10分～11分 緊急地震速報（警報、３回発表）
16時11分～14分 震度速報（７回発表）

地震発生
16時10分 １日程度継続

18時10分 本庁記者会見

津波注意報

山口県日本海沿岸

福岡県日本海沿岸

佐賀県北部

壱岐・対馬

長崎県西部

16時22分 津波注意報発表（切替）

07時30分02時30分

石川県能登 大津波警報 津波警報

20時30分 01時15分

①
①
②報道発表資料

（地震資料）
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気象庁が発表する地震・津波関連の
情報等について（福岡県西方沖の地震を例として）
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2005年３月20日 福岡県西方沖の地震
現在の震央地名は福岡県北西沖

地域別 2005年３月20日 10時53分
・福岡県西方沖でM7.0の地震が発生。福岡市
の東区、中央区及び前原市（現糸島市）で震度
６弱を観測したほか、関東地方の一部から九州
地方にかけて震度５強～１を観測した。
・この地震により10時57分に福岡県日本海沿岸
、壱岐・対馬に津波注意報を発表し、注意を呼
びかけ。津波の観測なし。死者１人、住家全壊
144棟等の被害が発生した。

倒壊した家屋（玄界島） 液状化による噴砂現象（早良区百道浜）
歩道の陥没（中央ふ頭地区）

福岡管区気象台の主な対応
・地震解説資料の作成・発表
・共同取材対応
・被害状況等の現地調査及び玄界島に臨時の震度計を設置
・福岡市玄界島現地本部へ職員派遣

3月20日以降に発生した最大規模の地震
・2005年４月20に発生したM5.8の地震（志賀島付近）。この
地震により福岡市博多区、中央区などで震度５強を観測し
たほか、近畿地方から九州地方にかけて震度５弱～１を観
測した。
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福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

緊急地震速報

画像や数値等は例になります
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強い揺れ（震度５弱以上または長周期地震動階級３以上）が予
想される地域及び震度４が予想される地域名を発表。

緊急地震速報について
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緊急地震速報は、情報を見
聞きしてから地震の強い揺
れが来るまでの時間が数秒
から数十秒。

その短い間に身を守るため
の行動を取る必要。

緊急地震速報を見聞きした
ときの行動は、まわりの人に
声をかけながら
「周囲の状況に応じて、あわ
てずに、まず身の安全を確
保する」ことが基本。

（参考）緊急地震速報を見聞きしたときは
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福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

震度速報

地震情報（震度速報）
令和７年３月20日11時01分 気象庁発表

20日11時00分ころ、地震による強い揺れを感じました。震度３以上が観測された地域を
お知らせします。
今後の情報に注意してください。

この地震により観測された最大震度は震度６弱です。
［震度３以上が観測された地域］
震度６弱 福岡県福岡 佐賀県北部
震度５強 福岡県北九州 福岡県筑豊 福岡県筑後 佐賀県北部 佐賀県南部 長崎

県壱岐 山口県西部 長崎県北部
震度５弱 長崎県南西部 長崎県島原半島 長崎県対馬 熊本県熊本 大分県北部

大分県西部
震度４ 島根県西部 広島県南西部 愛媛県中予 愛媛県南予 山口県北部 山口県

東部 山口県中部 長崎県五島 熊本県阿蘇 熊本県球磨 熊本県天草・芦

北 大分県中部 大分県南部

震度３以上を観測した地域名（全国を188地域に区分）

北九州市は福岡県北九州に入ります
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気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報

津波警報等

約３分約３分

津波警報・注意報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に
関する情報

津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報
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津波警報等

津波警報・注意報・予報
令和０７年０３月２０日１１時０３分 気象庁発表
＊＊＊＊＊＊＊＊ 見出し ＊＊＊＊＊
津波注意報を発表しました。
＊＊＊＊＊＊＊＊ 本文 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
津波注意報を発表した沿岸は次のとおりです。
＜津波注意報＞

山口県日本海沿岸、福岡県日本海沿岸、佐賀県北部、長
崎県西方、壱岐・対馬

津波予報を発表した沿岸は次のとおりです。
＜津波予報（若干の海面変動）＞

佐渡、富山県、石川県能登、福井県、京都府、兵庫県北
部、鳥取県、島根県出雲・石見、隠岐、熊本県天草灘沿
岸、鹿児島県西部

津波到達予想時刻と予想される津波の高さ

津波到達予想時刻および予想される津波の高さは次のとおりです。
予報区名 第１波の到達予想時刻 予想される津波の最大波の高さ
＜津波注意報＞
山口県日本海沿岸 津波到達中と推測 １ｍ
福岡県日本海沿岸 津波到達中と推測 １ｍ
佐賀県北部 津波到達中と推測 １ｍ
長崎県西方 ２０日１１時２０分 １ｍ
壱岐・対馬 津波到達中と推測 １ｍ
＜津波予報＞
佐渡 ０．２ｍ未満
富山県 ０．２ｍ未満
石川県能登 ０．２ｍ未満
福井県 ０．２ｍ未満
京都府 ０．２ｍ未満
兵庫県北部 ０．２ｍ未満
鳥取県 ０．２ｍ未満

津波情報（各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報）
令和０７年０３月２０日１１時０３分 気象庁発表

［各地の満潮時刻・津波到達予想時刻］
各地の満潮時刻・津波到達予想時刻は次のとおりです。
予報区名・地点名 満潮時刻 第１波の到達予想時刻
＜津波注意報＞
山口県日本海沿岸（津波到達が最も早い場所） 津波到達中と推測
下関市南風泊港 ××日×時×分 ２０日１１時４０分

福岡県の津波予報区は３区域



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

通常は5段階の
数値で発表

⇒この場合、最初に発表する津波の高さは「巨大」や「高い」という定性的な
言葉を用いて、非常事態であることを伝える
⇒地震の規模が精度よく求められた時点で、津波警報・注意報を切替え、
津波の高さも数値での発表に切替える

マグニチュード8
を超えるような
巨大地震では、
津波警報・注意
報の発表時点
では精度のよい
地震の規模をす
ぐに求めること
ができない

高
台
や
避
難
ビ
ル
に
避
難

海
か
ら
上
が
る

対
応
概
要

津波警報等
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津波警報・注意報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に
関する情報

津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報

福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報

約５分約５分

震源・震度情報

約３分約３分
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地震情報（震源・震度情報）
令和７年３月20日11時05分 気象庁発表

20日11時00分ころ、地震がありました。
震源地は、福岡県北西沖 (北緯３３．７度、東経１３０．２度）で、震源の
深さは約１０ｋｍ、地震の規模（マグニチュード）は７．０と推定されます。

津波警報等（大津波警報・津波警報あるいは津波注意報）を発表中です。
この地震について、緊急地震速報を発表しています。
*印は気象庁以外の震度観測点についての情報です。

この地震により観測された最大震度は震度６弱です。
［震度３以上が観測された地域］
震度６弱 福岡県福岡 佐賀県北部
震度５強 福岡県北九州 福岡県筑豊 福岡県筑後 佐賀県北部 佐賀県南部 長崎

県壱岐 山口県西部 長崎県北部

地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）、震度１以上を観測し
た地点と観測した震度を発表。それに加えて、震度３以上を観測した地域名
と市町村毎の観測した震度を発表。

震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地点がある場合は
、その市町村・地点名を発表。

震源・震度情報
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福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報

約５分約５分

約３分約３分

津波警報・注意報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に
関する情報

津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報

震源・震度情報

津波
観測
以降

津波
観測
以降

津波観測に関する情報 等
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津波観測に関する情報
令和７年３月20日××時××分 気象庁発表
20日××時××分現在の、津波の観測値をお知らせします。

［各地の検潮所で観測した津波の観測値］
福岡市博多
第１波到達時刻 20日××時××分 押し
これまでの最大波 20日××時××分 ０．５ｍ

［現在大津波警報・津波警報・津波注意報・津波予報（若干の海面変動）を発表してい
る沿岸］

＜津波注意報＞
山口県日本海沿岸、福岡県日本海沿岸、佐賀県北部、長崎県西方、壱岐・対馬

津波観測に関する情報

沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表。
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津波警報・注意報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に
関する情報

津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報

福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報

約５分約５分

震源・震度情報

約10
分
約10
分

長周期地震動に関する観測情報

約３分約３分

津波
観測
以降

津波
観測
以降

津波観測に関する情報 等
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・高いビルでは、長周期地震動による大きな揺れにより、家具等が倒れたり、
落ちたり、 移動したりします。（免震の建物は低くても影響を受ける可能性あり）
・天井の落下、スプリンクラーの故障、エレベータの障害などが過去の地震で起きて
います。 20

長周期地震動による被害

2011年東北地方太平洋沖地震のときの
東京都内のビルの室内の様子（工学院大学提供）

長周期地震動：大きな地震が発生した
ときに生じる周期（１往復するのにか
かる時間）が長い揺れのこと

リーフレット「知ってる？長周期地震動のこと」より
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・概ね14、15階建以上の高層ビルを対象
・高層ビルにおける地震時の人の行動の困難さの程度や、家具や什器の移動・転倒
などの被害の程度が、震度では分かりにくいという特徴。
・地震後の防災対応等の支援を図るため長周期地震動による揺れの大きさを４つの
階級に区分した「長周期地震動階級」を地震発生から10分で発表。

21

長周期地震動に関する観測情報

緊急地震速報
（警報）は階級
３以上を予想
した場合に発
表
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津波警報・注意報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に
関する情報

津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報

福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報

約５分約５分

震源・震度情報

約10
分
約10
分

長周期地震動に関する観測情報

約15
分
約15
分

推計震度分布図

約３分約３分

津波
観測
以降

津波
観測
以降

津波観測に関する情報 等
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推計震度分布図（面的な震度を地図上でお知らせ）

震度５弱以上と考えられるが現在震度を入手していない観測点
が示されることがある→そんな場合はどうすればいい？

震度６弱のところでは、かなり
の建物で壁のタイルや窓ガラ
スが破損、落下したり、耐震性
の低い住宅が倒壊するなどの
被害を生じている可能性があ
る。
原則として今回の地震が最大
震度５弱以上を観測した場合
に発表し、推計震度４以上の
範囲を示す。

推計震度分布図の例
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地震発生
から 約30分 地震解説資料（速報版）

発表条件 震度４以上の地震が発生した場合
津波警報・注意報を発表した場合

掲載内容 ・地震の概要、震度、津波警報等
・福岡県で強い揺れを観測した市区町村（震度４以上）
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25

気象庁HPで地震解説資料（速報版）を取得する方法

①気象庁ＨＰの「防災情報」を
クリック

③画面右下の「表示を
カスタマイズする」をクリック

②画面上部に表示される
「都道府県選択」で
福岡県→福岡市を選択

④左下の歯車マークをクリック
⑤「地震解説資料」の表示をONにする

「地震解説資料(府県版)」に掲載

①
⑤④

②

③
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津波警報・注意報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に
関する情報

津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報

福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報

約５分約５分

震源・震度情報

約10
分
約10
分

長周期地震動に関する観測情報

約15
分
約15
分

推計震度分布図

約１時
間後
約１時
間後

気象庁で記者会見

約３分約３分

津波
観測
以降

津波
観測
以降
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記者会見で呼びかけること・・・

報道発表資料（令和６年１月１日
16時10分頃の石川県能登地方
の地震について）抜粋

限られた時間内で今回の地震や津波の概要説明及び
防災上の留意事項等を呼びかけ
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津波警報・注意報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に
関する情報

津波到達予想時刻・予想される津波の
高さに関する情報

福岡県北西沖の地震が発生したら・・・

気象庁から様々な地震・津波の情報が発表される

地震発生

数秒
～数
十秒

数秒
～数
十秒

１分半１分半

緊急地震速報

震度速報

約５分約５分

震源・震度情報

約10
分
約10
分

長周期地震動に関する観測情報

約15
分
約15
分

推計震度分布図

約１時
間後
約１時
間後

気象庁で記者会見

約１.5
時間
後

約１.5
時間
後

福岡管区気象台で
記者会見

約３分約３分

津波
観測
以降

津波
観測
以降
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記者会見で呼びかけること・・・

福岡管区気象台臨時記者会見資料
（石川県能登地方の地震による津波
注意報について）抜粋

九州・山口県の地震や津波に関する概要説明及び防災上の
留意事項等を呼びかけ（今回の地震では九州・山口県は最大震度２）
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記者会見で呼びかけること・・・（第2報以降）

「長時間継続する津波に関する解説の充実について」

・津波が継続する見込みを、過去の事例等を基に解説
※過去に同様の事例が無い場合等、解説ができない可能性があることに留意

・次の満潮の前に、潮位が現在より高くなる旨を注意喚起
（津波の減衰傾向が緩やかな場合）

・津波警報等の継続根拠について解説

・津波波形を用いて、津波の実況の推移を解説
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発表条件 ・国外でマグニチュード7.0以上の地震が起きた場合
・都市部などに著しい被害が発生する可能性のある地域で
規模の大きな地震を観測した場合 （地震発生後30分程度をめど）

発表内容 ・地震の発生時刻や震源、マグニチュード
・日本や国外への津波の影響や観測状況

【津波が国内に到達するまで十分に時間の猶予がある場合】
・気象庁は日本への津波の有無について調査
・津波が国内に到達する数時間前を目安に津波警報・注意報を発表
・日本への津波の有無が調査中である旨や津波発生の可能性がある旨が
発表された場合には、その後の情報に注意
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発表
条件

・国外で発生した大規模噴火を覚知した場合
（噴火発生から１時間半～２時間程度で最初の情報を発表）

発表
内容

・大規模噴火等に伴う「津波発生の可能性」について
・衛星画像解析で明瞭な変化が観測された場合等、「津波発生
の可能性が高まった」場合は、情報発表に加えて記者会見等
で解説。
・津波警報等の発表状況
（原則として国内の津波観測値に基づき津波警報等を発表）

＜代表事例＞
・2022年フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイの噴火
・1883年クラカタウの噴火

地震情報（遠地地震に関する情報）
令和６年４月１７日２２時００分 気象庁発表

１７日２１時００分ころ、海外で規模の大きな地震がありました。
震源地は、インドネシア付近（北緯２．３度、東経１２５．４度）
と推定されます。
詳しい震源の位置はインドネシア、タラウド諸島です。

日本への津波の有無については現在調査中です。
令和６年４月１７日２１時００分頃（日本時間）にルアング火山
で大規模な噴火が発生しました（ダーウィン航空路火山灰情
報センター（ＶＡＡＣ）による）。
海外の検潮所での津波の観測状況については、随時お知ら
せします。
この噴火に伴って津波が発生して日本へ到達する場合、到
達予想時刻は早いところ沖縄県地方で、１７日２３時００分頃
です。予想される津波の最大波の高さは不明です。
今後の情報に注意してください。
次の遠地地震に関する情報は、１７日２３時３０分頃に発表の
予定です。
なお、新たな観測結果が入った場合には随時お知らせします。
（注１）本情報の冒頭に「海外で規模の大きな地震がありまし
た。」や「震源地」とありますが、これは「遠地地震に関する情
報」を作成する際に自動的に付与される文言です。実際には、
規模の大きな地震は発生していない点に留意してください。
（注２）早い場合の日本への到達予想時刻は、火山の大規模
噴火により発生した気圧波が３１０ｍ／ｓで伝播し津波が発生
したと想定した時刻です。
（注３）地震に伴い発生する通常の津波が日本に到達する場
合、沖縄県地方で１８日００時頃と予想されます。



気象に関する防災情報

気象庁マスコットキャラクター
“はれるん”
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線状降水帯による大雨の
半日程度前からの呼びかけ
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次々と発生した積乱雲により
線状の降水域が、数時間同じ場所を通過または停滞

線状降水帯とは

気象レーダー 2017/7/5 15～19時
（平成29年九州北部豪雨）

35



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

積乱雲

線状降水帯とは

36
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予測が難しい
①システムに未解明な点がある
②大気の3次元構造が正確に
把握できていない

③数値予報モデルに関する課題
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気象衛星ひまわり
平成29年7月 5日7時～6日11時

38

線状降水帯とは
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津口・加藤
(2014, 天気)

集中豪雨の
発生分布

線状降水帯
の発生分布

168事例

集中豪雨※1の約50％以上が，

線状降水帯によってもたらされる

集中豪雨

線状降水帯

1995年〜2009年
4月〜11月の統計

※1：台風事例を除く
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線状降水帯半日前予測情報

明るいうちから早めの
避難準備を！

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
大雨に関する福岡県気象情報 第〇号
○年○月○日○○時○○分 福岡管区気象台発表
＜見出し＞
福岡県では、 ○日夜には、線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる
可能性があります。
＜本文＞…（中略）…

（適中）線状降水帯発生の呼びかけ「あり」のうち発生あり：4回に1回程度 （発生無しでも大雨となるのは3回に2回程度）
（見逃し）線状降水帯発生の呼びかけ「なし」で発生あり：2回に1回 （これまでは3回に2回程度）
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• ハザードマップや避難場所・避難経路の確認
• 今後の気象情報・避難情報に留意

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
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この呼びかけだけで避難行動をとるのではなく
ほかの大雨に関する情報と合わせて活用！

• 避難指示
• 土砂災害警戒情報
• 氾濫危険情報

• 高齢者等避難
• 大雨警報、洪水警報

（大雨注意報）
• 氾濫警戒情報

キキクル（危険度分布）

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
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線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
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顕著な大雨に関する気象情報
～線状降水帯の発生情報～
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福岡県に線状降水帯が発生速報

命に危険の及ぶ災害の危険度が
急激に高まっています！

44

顕著な大雨に関する気象情報
線状降水帯が発生したら
・「顕著な大雨に関する気象情報」を発表
・気象庁HPコンテンツの「雨雲の動き」や「今後の雨」において、赤丸表示
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1. 500km2以上の領域で3時間に100ミリ以上の雨

2. 1.の形状が線状（長さ／幅 ≧ 2.5）

3. 1.の領域内のどこかで３時間に150ミリ以上の雨

4. 警戒レベル４相当以上

※詳細は気象庁HP

顕著な大雨に関する気象情報の発表条件

45

顕著な大雨に関する気象情報
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顕著な大雨に関する気象情報

崖や川の近くなど、危険な場所にいる方は、市町村から発令されてい
る避難情報に従い、直ちに適切な避難行動をとる。

周りの状況を確認し、避難場所への避難がかえって危険な場合は、
少しでも崖や沢から離れた建物や、少しでも浸水しにくい高い場所に
移動するなど、身の安全を確保。

市町村から避難情報が発令されていなくても、今後、急激に状況が悪
化するおそれもあります。 キキクル（危険度分布）や水位情報等の
情報を確認し、少しでも危険を感じた場合には、自ら安全な場所へ
移動する判断をしてください。

顕著な大雨に関する気象情報が発表されたら・・
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明るいうちから早めの避難 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

迫りくる危険から直ちに避難 ･･･ 段階的に予測時間を延ばしていく

令和３(2021)年

線状降水帯の発生をお
知らせする

顕著な大雨に関する
気象情報

令和４(2022)年～

令和５(2023)年～

令和６(2024)年～

令和８(2026)年～

令和11(2029)年～

今回の新たな運用

47

府県単位地方単位 市町村単位

最大30分程度
早く

2～3時間前
を目標

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ

顕著な大雨に関する気象情報

線状降水帯に関する情報の経過と今後の改善
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警戒レベルと対応する行動および防災気象情報
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危険度はキキクルで確認
大雨による災害発生の危険度の高まりを

パソコンやスマホで地図上で確認できるツール

49

ご清聴ありがとうございました

防災対応には、最新の情報をご利用ください



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

（資料のみ）台風に関する情報
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• 暖かい海で上昇気流
• 次々と積乱雲発生
• 多数まとまって渦となり ⇒ 熱帯低気圧
• 最大風速≧17m/s ⇒ 台風

台風とは
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ハリケーン
(約33m/s以上)サイクロン

約17m/s以上

100°E 180°E

０°N

この領域の最大風速約17m/s以上の
熱帯低気圧

台風とは
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年間で約25個発生（夏～秋が多い）
約12個の台風が日本に接近
約３個が日本に上陸

台風の発生・接近・上陸数
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最近では、2018年9月台風第21号（徳島県南部上陸）
による大阪湾沿岸の高潮被害がある。
大阪で329㎝、神戸で233㎝の過去最高
※関西国際空港の浸水・孤立、大規模停電

周防灘
1991.9 台風第19号
1999.9 台風第18号
宇部空港が高潮で使用不能に

九州南部
1945.9 枕崎台風
916.1hPa（枕崎）
死者2473人（理科年表）

八代海
1999.9 台風第18号
943.9hPa（牛深）
66.2m/s（牛深、瞬間）
死者43人（高潮12人）

有明海
1985.8 台風第13号

九州沿岸で発生した主な高潮災害

気圧低下による吸い上げ効果及び風の吹き寄せ効果により、湾奥部や低地での被害が多い。

台風による高潮災害
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貿易風

夏から秋にかけて日本に接近する台風が多くなる

台風の主な経路
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2022年09月17日03時
台風第14号

台風経路図の見方
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階級 最大風速

強い 33m/s以上～44m/s未満
非常に強い 44m/s以上～54m/s未満
猛烈な 54m/s以上

階級 風速15m/s以上の半径
大型 500km以上～800km未満
超大型 800km以上

大きさの階級分け

強さの階級分け

台風の大きさ・強さの階級
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発生数に長期的な変化傾向は見られない

地球温暖化と台風

発生数

接近数

上陸数
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• 猛烈な台風は増加（確信度中）

• 強度のピーク ⇒ 北に遷移している可能性

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第6次評価報告書

地球温暖化と台風
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• 台風が強大化する可能性

• 日本付近で台風の進行速度が遅くなる可能性

空気中の水蒸気量が増加
⇒台風がさらに発達

図は海と気象の情報サイト～JAMSTEC BASE～
「地球温暖化で台風がますます激甚化する！？」より引用

地球温暖化と台風
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